
別紙１ 

1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富良野市景観計画 

（中間報告） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富良野市 

 

 



別紙１ 

2 
 

  



別紙１ 

3 
 

 

目 次 

 

１章 計画策定の趣旨 

１．計画策定の背景と目的 ............................................................. 1 

２．計画の位置付け ................................................................... 2 

３．計画策定により期待される効果 ...................................................... 3 

 

２章 富良野市の景観特性と課題 

１．富良野市の概要 ................................................................... 4 

２．富良野市の景観特性 ............................................................... 8 

３．富良野市の景観づくりの課題 ....................................................... 14 

４．富良野市の景観づくりの考え方 ..................................................... 15 

 

３章 景観づくりの基本理念・基本方針 

１.基本理念 ......................................................................... 16 

２.基本方針 ......................................................................... 19 

 

４章 景観計画の区域 

１.景観計画の区域 ................................................................... 19 

２.景観計画区域の区分（エリア分け） .................................................. 19 

 



別紙１ 

1 
 

１章 計画策定の趣旨 

 

１．計画策定の背景と目的 

富良野市では、事業等による環境悪化や紛争を未然に防止し、自然環境を守ることを目

的に、富良野らしさの自然環境を守る条例（平成 2 年条例第 21 号制定）を制定し、景観

の保全に取り組んできました。また、富良野・美瑛観光圏整備計画による、自然環境や田

園景観を活かした広域的な観光地域づくりを推進しています。 

しかし、同条例の制定から 20 年以上が経過し、訪日外国人の入込増加、海外資本によ

るリゾート開発や宿泊施設等の建設の動きの活発化など、富良野市を取り巻く社会環境が

変化してきており、大切な自然環境や景観が阻害されるおそれが顕在化しつつあります。 

そのため、富良野市では、都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号）に基づく景観地区に

北の峰エリアを指定（平成 29 年）し、対応を図っています。 

加えて、国では平成 32 年までに主要な観光地において、景観法（平成 16 年法律制第

110 号）に基づく、景観計画の策定を推進しています。 

このように、富良野市の特性を活かした観光を推進するうえでも、秩序と調和をもたら

す全市的な景観形成を図る必要性が高まっています。 

そこで、富良野らしさの自然環境を守る条例の理念を引き継ぎ、農業と観光の調和のと

れた富良野らしい景観形成を図るため、景観法に基づく「富良野市景観計画」「富良野市

景観条例」を策定することを目的とします。 
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２．計画の位置付け 

富良野市景観計画および景観条例は、平成 2 年（1998 年）に制定された「富良野らし

さの自然環境を守る条例」の考え方を踏襲しながら、景観法に基づく景観計画・景観条例

となります。 

策定にあたっては、「第 5 次富良野市総合計画」や「富良野市都市計画マスタープラ

ン」などの上位計画・関連計画や観光に関する国の方針などとも連携します。 

さらに、北の峰景観地区の指定内容も勘案した内容とします。 
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３．計画策定により期待される効果 

富良野市景観計画および景観条例は、富良野市の農業や観光といった地域産業や人々の

暮らしを支える「トータルなまちづくり」の指針となる役割を担います。 

本計画を策定することで、以下のような効果の創出が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

田園景観の価値を高め農業と 

観光の価値を高めます 

・富良野市の田園景観の価値を高める

ことで、農業のブランド化や観光につ

なげ、地域産業を支えます。 

広域の連続性と    

まちの拠点性を高めます 

・富良野市の景観づくりを進め

ることで、富良野・美瑛観光圏

としての広域のイメージを高め

るとともに、広域の中の拠点都

市としての魅力を高めることに

つなげます。 

富良野市のシビックプラ

イド（愛着・誇り）の醸

成につなげます 

・市民が参加して景観計画を策

定することで富良野市の魅力

を再発見することにつなげま

す。 

・市民が景観づくりに参画する

仕組みをつくり、美しい景観づ

くりを通じてシビックプライドの

醸成につなげます。 

多様な交流の舞台を整

えます 

・北の峰などのエリアでは、

景観計画および景観条例

により、美しい景観が維持

され、国内外の来訪者の交

流の舞台にふさわしい場に

し、世界の富良野となるよう

にします。 

自然に囲まれた豊かな暮らし

を支えます 

・富良野市の小中学校の校歌には、

大雪山十勝岳連峰や夕張山地など

の山々や、空知川などが盛り込まれ

ており、こうした自然が子どもたちや

市民にとっての原風景となっていま

す。 

・景観計画および景観条例は、こうし

た自然に囲まれた豊かな暮らしを支

えることができるようにします。 

 
富良野市の 

景観づくり 
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２章 富良野市の景観特性と課題 

 

１．富良野市の概要 

景観は人々の暮らしによって形成されるものであり、その構成要素はさまざまです。 

地域の景観特性を把握するためには、富良野市の地勢、歴史、産業、社会環境などを整

理し、その景観が形成された背景を理解することが大切です。 

そこで、景観計画の策定による富良野らしい景観づくりを図るため、まずは富良野市の

概要を把握します。 

富良野市の概要は、本市の特徴を表わすうえで重要となる以下の項目から整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）位置・地形 

●富良野市は北海道のほぼ中央に位置する富良野盆地の中心都市であり、その市域の約 7 割

に森林が広がっています 

富良野市は人口 22,936 人（平成 27 年 国勢調査）の市で、北海道のほぼ中心に位置す

る富良野盆地の中心都市です。 

東方に大雪山十勝岳連峰、西方に夕張山地、南部には東京大学北海道演習林があり、市

域の約 7 割が森林という豊かな大自然が広がっています。 

また、市の中央には、石狩川水系最長の支流である空知川が流れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

富良野市の概要把握項目 

（１）位置・地形 

（２）歴史  

（３）産業 

（４）観光 

（５）中心市街地 
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（２）歴史 

●明治 30 年の入植以降、鉄道や道路の整備に伴う人口増加により市街地が形成されました 

明治 29 年（1896 年）に富良野原野植民地区画の設定が行われ、翌明治 30 年（1897

年）に福岡県出身の中村千幹氏らが現在の扇山地区に入植したことから富良野の開拓が始

まっています。 

明治 31 年（1898 年）に美瑛、富良野および歌志内間の連絡道路の開設や、東北帝国大

学農科大学看守所（北海道大学富良野農場）が設置されました。明治 33 年（1900 年）に

旭川～下富良野間の鉄道が開通し、下富良野駅が設置されてからは急激に移住者が増加

し、市街地が形成されていきました。 

その後、明治 36 年（1903 年）に下富良野以東を分割して、下富良野戸長役場を下富良

野市街地に設置したのが、富良野市が拓かれた始まりとなっています。 

昭和 31 年（1956 年）に東山村と町村合併を行い、さらに昭和 41 年（1966 年）に山部

町と合併し、市制を施行しました。 

 

 

（３）産業 

●基幹産業である農業や畜産業をきっかけに、ワインやチーズをはじめとする特産品が多数

あり、食のブランド化が進んでいます 

基幹産業である農業の主な作物は、たまねぎやにんじんなどの野菜、ブランド化されて

いる富良野メロンのほか、米や麦などの水稲・畑作も盛んです。 

畜産も行われており、チーズ等の乳製品加工の開発製造も行われています。 

加えて、冷涼な気候と地形を生かしたワイン用ぶどうの栽培もあることから、ふらのワ

イン等が特産品となっています。 
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（４）観光 

●自然環境や食、ドラマ等のロケ地、スキー場など富良野市内の魅力の活用とあわせ、広域

での観光振興に取り組み、国内外から多くの観光客が訪れています 

富良野市は年間観光入込客数が約 190 万人にのぼります。近年の観光入込客数の推移は

横ばいですが、国内外問わず多くの旅行者が訪れています。 

主な観光資源は、ラベンダー畑などの「田園景観」、農産物および加工品などの「食」、

ドラマや映画の「ロケ地」、スキー場などの「リゾート」などが挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○広域の中の富良野市 

・富良野市は、富良野・美瑛観光圏（富良野市・美瑛町・上富良野町・中富良野

町・南富良野町・占冠村）として広域観光に取り組んでいます。「自然景観と花

観光」をテーマに、観光庭園を生かした広域連携を進めています。 

・また、市街地にはフラノマルシェやコンシェルジュフラノなどの農産物販売所や

周辺観光情報の拠点があり、宿泊施設も多いことから、富良野・美瑛地域の拠点

となっています。 

※出典：第２次富良野市観光振興計画（ふらのビジョン 2030）2018～2030 
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■富良野市 観光入込客数の推移（1993～2017） 
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（５）中心市街地 

●中心市街地の活性化による賑わいづくりが図られています 

中心市街地の人口が減少しており、官民連携による中心市街地活性化の取組が進められ

ています。特に、東５条通りと国道 38 号の交差点に位置するフラノマルシェは、平成 22

年 4 月 22 日に開業し、平成 27 年 6 月 25 日にはフラノマルシェ 2 が開業しました。平成

30 年度（平成 30 年 4 月 1 日〜平成 31 年 3 月 31 日）には、3 年連続 120 万人の来場者

を記録しています。さらに、累計来場者数は 800 万人を記録しています。 

加えて、フラノマルシェ周辺の地価推移は平成 30 年度で対前年上昇率 1.3％、平成 25

年度対比で 20.0％上昇しています。平成 26 年度からは 5 年連続の地価上昇となり、中心

市街地活性化の取組に大きく貢献しているといえます。 

富良野市の中心市街地は、フラノマルシェを中心に、賑わいや交流の拠点としての役割

を果たしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○広域の中の富良野市 

・広域で見ると、富良野市は、富良野圏域（富良野市・上富良野町・中富良野

町・南富良野町・占冠村）の生活圏の中心であり、買物等の民間消費が流入し

ています。 

555,501
668,015 744,980 794,950 852,566

1,180,614 1,214,008 1,222,112 1,204,918

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

フラノマルシェ 2 営業開始 ■フラノマルシェ１・２ 年度別総来場者数 
（人） 
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0

20,000

40,000

60,000
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富良野市幸町７−２８ 富良野市末広町１６−７

■フラノマルシェ１・２ 周辺地価推移 

（円/㎡） フラノマルシェ 2 営業開始 フラノマルシェ営業開始 

※出典：ふらのまちづくり株式会社ニュースリリース 

※出典：国土交通省地価公示・都道府県地価調査 
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２．富良野市の景観特性 

富良野市の農業や観光といった地域産業や人々の暮らしを支える景観づくりを進めてい

くことができるように、景観特性を把握します。 

富良野市の景観特性は自然・地形を基本に、環境衛生、歴史・文化、農業や観光などの

地域産業に関わる資源などから構成されています。また、市民の愛着から把握できる景観

特性も存在します。さらに、近隣市町村を含む広域の中での富良野市は、地域産業や暮ら

しの面から拠点としての資質を持ち合わせています。 

このように、広域の中での富良野市の位置づけや特徴を捉えたうえで、景観特性を５つ

に分類して整理します。 

 

■富良野市の景観特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）自然・地形からみた景観特性 

●山々に囲まれた地形と丘陵地からなる広がりのある景観 

富良野市は、大雪山十勝岳連峰と夕張山地に囲まれた盆地であるため、市街地や農地か

ら背景となる周辺の山地を見上げる景観、山地から反対側の山地を背景にした市街地や田

園を見下ろす景観が特徴です。 

山地の中腹には丘陵地が多くあることから、丘陵地に田園が続く広がりのある景観も特

徴の一つとなっています。 

  

富良野・美瑛
観光圏 

自然・地形 

広域 

夕張山地 

十勝岳 

空知川 

富良野岳 
富良野盆地 

自然景観と花観光 
（旭川～富良野～帯広） 

富良野圏域 

富良野市の景観の骨格となる自然環
境や地形から景観特性を把握します。 

国道 

旅行者の視点から、富良野市の景観と
して注目されているものを把握します。 

農業 歴史・文化 

市民の愛着 

観光 

酪農 

殖民区画 

市民に富良野市の景観として親しまれ
ているものを把握します。 

富良野市の歴史や文化を象徴してい
る景観特性を把握します。 

ホテル・ペンション 

食・ブランド化 田園景観 

シビック 
プライド 

中心 
市街地 

人づくり 

スキーのまち 

環境衛生 
市民の快適な暮らしを維持する環境衛
生から、景観特性を把握します。 

廃棄物の
適正処理 資源の循環 

生活環境の保全 公衆衛生の向上 
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（２）環境衛生からみた景観特性 

●富良野市における市民の快適な暮らしを支える環境衛生 

富良野市は、昭和 58 年に 3 種分別試行、昭和 63 年の 6 種分別本格実施を経て、生ご

みの堆肥化と可燃物の固形燃料化を柱としたリサイクルの取組を推進してきました。 

平成 13 年 10 月からは「分ければ資源・混ぜればごみ」を合言葉に 14 種分別による徹

底した資源化の取組を推進し、循環型社会の形成も進められています。 

このように、限りある資源の有効活用と身近な生活環境の保全、公衆衛生の向上によっ

て、富良野市民の快適な生活を支え、暮らしやすい環境の形成が図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）歴史・文化からみた景観特性 

●殖民区画を基本とした区割りの田園景観 

富良野市の開拓は、明治 30 年（1897 年）に福岡県出身の中村

千幹氏らが現在の扇山地区に入植したことから始まります。現在

も殖民区画を基本とした区割りの田園景観が残っています。 

富良野市の基幹産業である農業は、市内広範囲にわたって雄大

な田園景観を形成しています。その他にも富良野市では多様な農

業が行われ、生育する農作物や地区の周辺環境などによりさまざ

まな特色ある田園景観が見られます。 

 

●傾斜地の有効利用からはじまった丘陵地に広がるぶどう畑 

農家の自立経営を目標に、農業生産地帯の補完作物や稲作転換

事業の一環として、傾斜地の有効利用を発端に、ワイン用ぶどう

の生産が始まりました。現在は、丘陵地に沿って広がったぶどう

畑を形成し、富良野市特有の景観となっています。 

 

●東山地区の丘陵地帯に見られる夏場の風物詩・ニオ 

東山地区は丘陵地帯の田園景観が形成され、苗植えから収穫ま

で四季折々の景観があります。 

また、麦稈
ばっかん

ロールや東山地区独特の高く積みあがった棒積み

（ニオ）は夏場の風物詩となっています。  

90.6 %

8.4 %

800

850

900

950

1000

富良野市 全国 北海道

■再資源化処理率（2016 年 3 月末） 
 

■1 人 1 日あたりのごみ排出量（2016 年 3 月末） 

（g/日） 

※再資源化処理率とは集めたごみの量
に対する資源化できるごみの割合 

※出典：富良野市・ごみ資源化の取り組み 
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（４）観光的視点からみた景観特性 

●旅行者からも評価される市街地景観、自然、リゾート景観 

ラベンダーやぶどう畑などの田園景観をはじめ、雄大な自然を生かした映画やドラマの

ロケ地を訪れる旅行者が多く、富良野市の景観は重要な観光資源の一つとなっています。 

SNS や口コミサイトを用いた分析を行い、観光的視点から、旅行者が注目している富

良野市の景観特性を抽出します。 

SNS や口コミサイトの利用者層や投稿の特徴をふまえ、国内／国外の旅行者の関心の

相違や、投稿されたキーワードなどを抽出し、より発展的な分析を行うことも想定しま

す。 

インスタグラムの投稿数を分析すると、以下のような傾向が見られます。 

※インスタグラムの投稿は、2019 年 5 月 1 日時点 

 

■SNS に見る観光資源による景観特性の抽出：富良野市周辺、麓郷周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 

① 

② 

③ 

④ 

富良野市周辺 

麓郷周辺 

麓郷周辺 

富良野市周辺 
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①富良野市中心部周辺 ②富良野市郊外部周辺 

③リゾートエリア周辺 

④麓郷周辺 

 
インスタグラム凡例 

日本語 
英語 
韓国語 
中国語 
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【インスタグラムの投稿から読み取れる旅行者の関心傾向（＃富良野、FURANO で抽出）】 

市街地のスポットについての投稿が多く、JR 富良野駅からフラノマルシェ周辺に旅行

者の関心が集まっている。 

北の峰地区のニングルテラスや風のガーデンなど、富良野市の自然環境に魅力を感じる

旅行者が多い。 

 

●スキーのまちの象徴であるゲレンデと自然との調和 

昭和 52 年（1977 年）の FIS ワールドカップを契機に国際的

な「スキーのまち」として知名度を得ました。雄大な自然と調和

するゲレンデや周辺の観光地は富良野市を象徴する景観の一つと

なっています。 
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（５）市民の愛着からみた景観特性 

●小中学校の校歌に表れる富良野市の自然環境や景観的特徴 

校歌の歌詞には、各学校が位置する地域を象徴するキーワードが盛り込まれており、地

域の自然環境や景観的な特徴が表れやすくなっているため、市内小中学校の校歌から富良

野市の景観特性を把握します。 

富良野市内の小中学校の校歌では、「けむりを上げる十勝岳」「夏の雪が残る山々」、「清

らかな空知川」などの自然環境の特徴や景観的特徴が謳われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小中学校の校歌の歌詞から見るキーワード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市民に親しまれている祭りなどから見られる富良野市の特徴 

夏に富良野市で行われるお祭りの一つ「北海へそ祭り」は市

民のみならず旅行者にも愛される祭りであり、その中で踊られ

る「北海へそ踊り」は富良野市のユニークな景観の一つとなっ

ています。 

また「北海へそ音頭」「北海どまんなか」は富良野市の自慢を

紹介する歌詞となっており、「蝦夷のまんなかの出べそ石」、「十勝(やま)のおヘソがけむり

を吐けば」、「つつじ花さくヘソの街」など市民が愛着を持っている富良野市の特徴が見ら

れます。 

 

【「北海へそ音頭」「北海どまんなか」の歌詞から見るキーワード（抜粋）】 

 

  

十勝岳（煙）／芦別岳／富良野岳／山並み／東西の峰々 山岳 

緑あふれる丘／樹海／原始の森／田や畑／稲 
みどり・ 

田園 

空知川／鳥沼の水の清さ／清らかな流れ 川、水 

はしどいの花／こぶしの花／夏の雪／風雪 その他 

蝦夷のまんなかの出べそ石／やまのおヘソがけむりを吐けば／つつじ花さくヘソの街

／布部川／富良野川／北の峰 

【調査対象として想定される小中学校】 

 

 

＜小学校＞ 

富良野小学校／扇山小学校／東小学校／麓郷小

学校／布部小学校／鳥沼小学校／布礼別小学校

／樹海小学校／山部小学校 

＜中学校＞ 

富良野東中学校／富良野西中学校／麓郷中学校

／布部中学校／樹海中学校／山部中学校 
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３．富良野市の景観づくりの課題  

景観特性と今後の社会情勢の変化をふまえ、これからの富良野市の景観づくりの課題を

把握します。景観づくりの課題に対して、効果的にアプローチしていく景観誘導の基準や

施策が求められます。 

 

●富良野市の顔となるコンパクトで整った市街地の景観づくりが求められます 

富良野市の市街地は、良好な景観づくりがなされています。しかし、今後、商店経営者

の高齢化や担い手不足に伴い、小売店や商業施設などにより形成される街並みが変化して

いくことも想定されます。 

平成 34 年（2022 年）には富良野市庁舎の建替えも予定されています。JR 富良野駅か

らフラノマルシェなどの観光拠点、富良野市新庁舎までのコンパクトで整った街並みの維

持・保全のため、適切な景観誘導が求められます。 

 

●良好な田園景観の維持・保全と継続性のある活用が求められます 

農業の担い手不足による美しい農地の維持・管理や、旅行者の畑への立ち入りなどが課

題となっています。富良野市の基幹産業であり、観光資源でもある田園を維持・保全しつ

つ、観光資源としての田園景観が共存する継続性のある景観づくりを進めていく必要があ

ります。このため、田園景観の維持・保全に資する適切な景観誘導や景観をマネジメント

する仕組みを見据えた取組が求められます。 

 

●自然環境と調和したリゾート地や街並みの維持・保全が求められます 

富良野市の自然環境や田園景観は、北海道を代表する景観として国内外を問わず人気が

高く、外資系ホテルの流入も目立ちます。 

今後も、北の峰地区などのリゾート地や中心市街地などにおいて新たに宿泊施設や店舗

などの建設が行われていくことが予想されます。 

リゾート地の街並みの変化に対応するため、周辺の自然環境、田園景観を損なわないよ

うな色彩や意匠に配慮するなど、リゾート地における適切な景観誘導を進めていく必要が

あります。 

 

●富良野・美瑛地域の広域的な景観形成が求められます。 

富良野市の景観づくりをより発展させていくためには、富良野市を中心として周辺市

町村と連携した、より広域的な魅力ある景観づくりが求められます。 

道路や河川など景観の軸となる資源のつながりを意識した広域的な景観づくりへの配

慮が必要です。その中で富良野市の美しい景観づくりを進めていくため、適切な景観誘

導が求められます。 
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４．富良野市の景観づくりの考え方 

富良野市の景観特性と課題から、富良野市の景観の価値は、暮らしの営みそのものにあ

るといえます。特に、自然環境を背景とした人々の営みが、農業を背景とする地域産業を

生み出し、美しい景観を形成しています。その美しさは地域外からも人を惹きつけ、観光

にも結びつき、交流の拡大にも波及しています。 

景観づくりの取組が進むことで、美しい景観が守られると同時に、景観が富良野市のブ

ランドとなりまちの価値を高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

富良野市の景観特性 

景観の骨格を創りだす自然・地形 

まちの成り立ちや産業を物語る歴史・文化 

市外の観光客に評価される景観資源 

自然環境に垣間見る市民の愛着 

広域の中の拠点都市 

景観づくりの課題 

農地への観光客の立ち入り 

農地の大規模化と維持管理 

歴史的建造物、樹木の保全と活用 

まちのイメージと合わせたクリーンな農業 

市街地、リゾートエリアの景観誘導（エリアご

との景観誘導） 

富良野市の景観の価値 

美しい自然環境を背景とした人々の営みが景観を創り、観光資源となっている 

美しい景観を守っていくための 

景観計画による景観誘導 

景観誘導と景観のマネジメントの考え方を踏まえた持続的な景観づくりへ 

●基本理念（目指す姿）、基本方針 

●景観計画の区域 

●エリアごとの景観づくりの展開 

人の営みが創りだす 

景観のマネジメント 

景観と農業や観光が密接に連動しているため、仕組みがあることで持続可能となる 
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３章 景観づくりの基本理念・基本方針 

 

１．基本理念 

富良野市の景観づくりの考え方を踏まえて、富良野市の景観づくりの基本理念を掲げま

す。基本理念は、美しい富良野市の景観を後世に引き継ぐための誘導、景観のマネジメン

トを進めていったあとに実現される目指す姿と位置付けます。 

 

案１）景観特性から考えられる基本理念 

 

 

富良野市中心部からも見える大雪山十勝岳連峰や夕張山地の双峰（そうほう）は、富良

野市の景観を形成する骨格であり、市民のシンボルです。 

山林や丘陵部といった地形や、空知川などの自然環境が人々の暮らしの背景となり、み

どり豊かなまちの印象を創り出しています。 

その豊かな景観に惹かれ、市外からもたくさんの人々が訪れています。 

富良野圏域の中でも中心のまちとして、持続的な景観づくりにより美しい景観を引き継

ぐことで、田園共生都市を目指します。 

 

案２）景観のマネジメントの視点も取り入れた基本理念 

 

 

富良野市の景観は、大雪山十勝岳連峰や夕張山地の地形が大きな礎を築きました。その

うえに空知川が大地を整え、森林をはじめとした自然環境が富良野市の景観の骨格をつく

り上げました。 

やがて人々は自然の恵みを活かした農業や生業によって生活を豊かなものとし、暮らし

の営みの中で歴史や文化が積み重ねられ、美しい景観に磨きが掛けられてきました。 

今では国内だけでなく諸外国からも美しい景観のまちとして知られるまでとなり、人々

が磨き上げてきた富良野市の景観を高い水準で引き継いでいくことが必要です。 

自然環境が築いた骨格の上に暮らしの営みがつくり上げた富良野市の景観を受け継ぎ、

市民のほか多様な人々の交流を生み出すみどりの国際都市を目指します。 

 

 

  

ふらの双峰(そうほう)にいだかれた 田園共生都市 

峰々(みねみね)の自然と営みが共生する みどりの国際都市 

第２回 富良野市景観計画策定委員会で議論 

※基本理念に関する主な意見は、次ページに掲載 
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●第２回 富良野市景観計画策定員会で出された意見 

・長期的に景観づくりに取り組んでいくことを踏まえるとマネジメントの視点は必要であ

る。 

・富良野市を「都市」というのは違和感がある。より富良野らしい文言があるのではない

か。 

・「田園共生都市」はフレーズとして固い印象を受ける。 

・「国際都市」は"今後、目指していく"という意味であってもよい。 

・「国際都市」を別の表現で言えないか。都市というと 10 万人規模のイメージである。

富良野市はコンパクトな「まち」という表現が良いのではないか。 

・事務局提案の理念は行政的な固さを感じる。もう少し市民に分かりやすく親しみのある

文言を選びたい。 

・案２で使われている「みどり」は、冬季はみどりが少なくなるため適さないのではない

か。四季を通して使えるフレーズであるべきだ。 

・「共生」という視点も、自然と暮らしが両立する持続可能な印象があり分かりやすい。 

・「双峰」というと、市街地に限定されてしまう。小中学校の校歌も十勝岳連峰と芦別岳

について歌っているのは市街地のみと思われる。 

・案２の「峰々」だと山を限定されないので市内全域を対象とできる。 

・暮らしそのものが景観を作っていることから、「営み」ではなく「暮らし」ではどう

か。 
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２．基本方針 

富良野市の景観づくりの基本理念を踏まえて、基本方針を以下のように考えます。 

 

（１）山並みのみどりや空知川などの自然環境を大切にした景観づくり 【森林景観エリア】 

・富良野市を囲む大雪山十勝岳連峰や夕張山地などの山々や丘陵地や樹海の樹林、市内を

流れる空知川は、富良野市のみどり豊かな景観を創り出す重要な要素であり、市内の小

中学校の校歌にも謳われており、市民にとって故郷の景観となっています。 

・このような富良野市において重要な要素である自然環境を生かした景観づくりを図りま

す。 

（２）東西の峰々を背景にした美しい市街地景観づくり 【市街地景観エリア】 

・大雪山十勝岳連峰や夕張山地などの山々や丘陵部の樹林を背景にコンパクトに形成され

ている富良野市の市街地は、富良野市の顔であり、すでに景観づくりが進められていま

す。 

・今後も増加が予想される来訪者に富良野市の良好なイメージを持ってもらえるようにす

るとともに、市民の誇りと愛着の醸成につながるように、統一感のある美しい市街地景

観づくりを積極的に進めます。 

（３）地区ごとの特徴を生かした田園景観づくり 【田園景観エリア】 

・広域でとらえた場合に、美瑛町や上富良野町、中富良野町は丘陵地形の田園景観となっ

ているのに対して、富良野市の田園景観は、丘陵部の樹木や山並みに囲まれたグリッド

状の広がりのある農地となっており、広がりとまとまりを感じる田園景観が特徴です。 

・また、丘陵地の学田地区にはぶどう畑が見られ、東山地区には高く積みあがった青エン

ドウ豆の棒積み（ニオ）が見られるなど、地区ごとに特徴ある豊かな田園景観が存在し

ます。 

・富良野市の地区ごとに特徴ある田園景観の保全・活用を図ります。 

（４）夕張山地の雄大な自然と調和するみどり豊かなリゾート景観づくり 【リゾート景観エリア】 

・来訪者が多く訪れる北の峰地区には、背景の山並みや樹林のみどりの景観を大切にしな

がら、自然と街並みが調和する整った景観づくりを進めます。 

・また、北の峰地区から見下ろす、整った市街地景観や四季折々の彩りある田園景観の眺

望の保全・活用を図ります。 

（５）富良野市を中心に広域につながる沿道景観づくり 【沿道景観エリア】 

・広域につながる国道 38 号や国道 237 号の幹線道路からの眺めは、富良野市を印象づけ

る景観です。 

・特に、美瑛地域とつながる国道 237 号は、大雪連峰を背景にした美しい田園景観となっ

ており、観光資源にもなっている景観です。 

・幹線道路からの眺めに配慮しつつ、沿道景観を整えて富良野市および広域観光エリアと

しての印象を高めるようにします。  
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４章 景観計画の区域 

 

１．景観計画の区域 

基本理念・基本方針に基づいた景観づくりを進めるため、景観計画の対象区域は、富良

野市全域とすることが考えられます。 

富良野市の景観づくりは５つのエリアに分けて考えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．景観計画区域の区分（エリア） 

エリアごとの景観特性に合った景観づくりの取組の検討を行い、効果的な景観づくりの

展開を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市街地景観 

エリア 

JR富良野駅周辺から空知川周辺までのエリアで、夕
張山地や十勝岳を背景に人々の暮らしと観光の賑わ
いがあるエリアです。 

市内広範囲に広がる田園を対象としたエリアで、生
育している農作物や周辺環境などでさらに５つの地
区に分けられます。 

スキー場や宿泊施設などが多く立地するエリアで、
夕張山地の自然環境と調和する景観が評価されてい

るエリアです。 

森林景観 

エリア 

富良野市の約７割を占める森林を対象とし、東京大
学北海道演習林を含む豊かな自然環境があるエリア
です。 

沿道景観 

エリア 
国道38 号、国道237 号沿いのエリアで、市内の周遊
や広域観光において重要な幹線道路となっています。 

リゾート景観エリア 
（北の峰、御料） 

田園景観エリア 

沿道景観エリア 

森林景観エリア 

田園景観 

エリア 

リゾート 
景観エリア 
（北の峰、御料） 

市街地景観エリア 
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市街地景観 

エリア 

エリア 景観づくりの取り組みのイメージ方針 

富良野市のシンボルである大雪山十勝岳連峰や夕張山地への眺望を大切
にしながら、富良野・美瑛地域の拠点のエリアにふさわしい街並みづくり
を進めます。 
周辺の山林や丘陵部が街並みの背景となっていることから、空知川や街

路を生かして市街地を囲むようなみどりの連続性をつくりだし、みどり豊
かな印象を高めます。 

田園景観 

エリア 

富良野市の田園景観エリアは、大きく以下の 5つの地区に分かれます。
それぞれの景観特性に合わせながら、田園景観の保全を進めます 
①学田地区 
・丘陵地に広がるぶどう畑が主となる田園景観です。 
・周辺から丘陵部の眺めに配慮するとともに、眺望ポイントとして、市

街地を美しく見せることなどを考慮します。 
②市街地周辺地区 
・たまねぎやにんじんなどの畑作から、米など多様な農業が行われてお

り、季節ごとに表情が異なる田園景観が特徴です。 
・季節ごとに豊かな表情をおりなす田園景観の保全を進めます。 

③山部地区 
・大雪山十勝岳連峰や夕張山地を背景に、比較的平坦な地形で畑作が行

われており、広がりを感じる田園景観が印象的な地区です。 
・連なる山々を背景とした雄大な田園景観の保全を進めます。 

④麓郷地区 
・豊かな森林に囲まれた広がりのある田園景観であり、畜産も行われて

いる地区です。 
・テレビドラマのロケ地となっていたため、多くの人が訪れる地区でも

あるため、みどりに囲まれた田園景観の保全と活用を進めます。 
⑤東山地区 
・山地を遠くに望む丘陵地に畑地が広がり、奥行のある田園景観となっ

ています。 
・丘陵地の畑地が創り出す美しい田園景観の保全を進めます。 

エリア 

（北の峰、

御料） 

富良野スキー場のある北の峰エリアは、みどりに囲まれた富良野市の観
光エリアであり、多くの来訪者が訪れる場所です。 
美瑛方面から富良野市へ入る国道 237 号の軸線上にあり、スキー場を含

めた北の峰エリアが富良野市をイメージさせる重要な眺めにもなります。 
リゾートエリアにふさわしいエリア内の景観づくりはもちろん、国道な

どからの眺めにも配慮した景観づくりを進めます。 

 

森林景観 

エリア 

富良野市には、景観の背景となる大雪山十勝岳連峰や夕張山地の山々の
樹林のほかに、「樹海」と呼ばれ市民から親しまれている東京大学北海道
演習林など豊かな森林景観を身近に感じるエリアもあります。 
富良野市の景観の背景となる森林景観および身近に感じられる森林景観

の保全を進めます。 

沿道景観 

エリア 

広域観光の幹線道路である国道 38 号は、富良野市の背景となる山々の自
然から市街地、田園、森林をつなぎ、国道からの眺めは様々なシークエン
スとなります。 
そこで、背景となる山並みや沿道の田園景観の妨げにならないように、

沿道の建物、工作物のルールを設けることで、美しい沿道景観づくりを進
めます。 
大規模な屋外広告物の乱立やサイン類の集約化を進め、周囲の自然環境

と調和した沿道景観をつくります。 
 


